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救急基金は、応急手当の普及など救急の振興のために活用されます。 
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■平成18年度救急基金会計の決算（単位：千円） 

■平成19年度救急基金会計収支予算 
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皆様からの寄附金は、消防本部等に設置された救急基金箱及び郵便振替によりお寄せいただいております。 

救急基金箱が破損等により使用できない場合や振込みについてのお問い合わせは下記にお願いいたします。 
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Ⅰ事業活動収支の部 

　① 寄附金収入 
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Ⅱ投資活動収支の部 
1 投資活動収入 
　① 救急基金投資活動収入 
　　　救急基金投資活動収入 
　　投資活動収入計 
2 投資活動支出 
　① 救急基金取得支出 
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　　当期収支差額 
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　　次期繰越収支差額 
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　　　救急基金雑収入 
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　① 事業費支出 
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　　　事業活動収支差額 
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（単位：千円） 



事業の概要 

救急基金の歩み 

応急手当の普及へ向けて 
　救急救命士制度の発足とともに救急救命
士の養成を目的として平成３年５月に設立
された財団法人救急振興財団は、設立当初
より１２,０１３名の救急救命士を誕生さ
せるなど、救急体制の充実及び応急処置に
よる心肺停止傷病者の救命効果の向上に大
きく貢献しています。 
　しかし、なお一層の救命効果の向上には
救急救命士の現場到着前の一般住民による
応急手当が重要であり、また、そのような
応急手当の習得の要望も高まっています。 
　そこで、こうした課題に対処するために、
財団法人救急振興財団では平成４年より、
皆様から寄せられた寄附金を基金として積
立て、その運用益を用いて応急手当講習会

で使用する資器材の寄贈や応急手当の普及
など、救急の振興に役立つ事業を行ってい
ます。 
 
 
＜平成５年度～平成８年度＞ 
住民の要請に応じて消防機関が派遣する応
急手当指導員を養成するための講習会の開
催 
＜平成９年度＞ 
寄附金募集用のポスター及び救急基金箱の
作製 
＜平成１０年度～＞ 
消防機関が住民向けに行う応急手当講習会
で使用する資器材の寄贈 

寄附金募集事例紹介 

諏訪広域消防本部 
　諏訪広域消防本部は諏訪湖を中心とする
２市１町（岡谷市、諏訪市、下諏訪町）と、八
ヶ岳山麓に広がる１市１町１村（茅野市、富
士見町、原村）で構成されています。この地
域は日本列島のほぼ中央に位置する諏訪盆
地にあり、諏訪湖、八ヶ岳、諏訪温泉等の豊
かな自然に恵まれ、中山道と甲州街道の合
流地点として古くから栄え、諏訪大社など
の歴史的建造物も有名です。また、時計など
の精密機械工業地域としての側面もあり多
様な特色に溢れた魅力ある地域です。 
 
 そんな、諏訪地域の安全を見守る諏訪広域
消防本部は、大変熱心に応急手当講習会に
力を注がれております。これは、平成１６年
度から地域内の救急出動件数が７，０００

件を超えるなど、地域の方々の救急に対す
る要請が高まっていることから、多くの命
を救い、少しでも軽傷で保つ為には応急手
当の知識を持つバイスタンダーの育成が不
可欠であるとの考えに立っているためです。
管内６市町村合同で毎月発行の広報誌「Suwa
広域」などで地域の方々に積極的に参加を
呼びかけられ、普通救命講習会数は年間１
００回以上、２，０００人以上の方々が受講
されています。 
 
 また、救急基金の募集にあたっては、管内
の全ての消防署と救急告示の６病院に基金
箱を設置していただき、救急車で搬送され
た患者さんや病院・消防職員の方々からの
温かい寄附金をお預かりしております。 
 
 諏訪広域消防本部と地域の方々の日頃の積
極的な普及活動に改めて感謝の意を表する
とともに、この度寄贈させて頂いた資器材
等を今後の応急手当の普及にご活用頂けれ
ば幸いです。 

 

皆様の寄附で購入しているもの 
平成１０年度より、皆様から寄せられた

救急基金の運用益にて、 

・心肺蘇生訓練用シミュレーター 

・応急手当講習テキスト 

・応急手当リーフレット付感染防止用シ

ールド 

等を寄贈させていただいております。 

　これらは、各消防本部に寄贈され、一

般住民向けの応急手当の講習会等で活用

されています。 

＊過去の救急基金だより（ＮＯ．１～ＮＯ．７）につきましては、救急振興財団のホーム
ページ（ http://www.fasd.or.jp ）の �救急基金 の項目の中に掲載しています。 

 

　このたび新たにリーフレ
ット「救急基金のご案内」
を作成しました。 
　このリーフレットは、救
急基金の趣旨や事業内容を
紹介するものです。また、
救急基金への寄附を行いや
すくする為、払込用紙を添
付（下記太枠部分）し、お
近くの郵便局窓口にて直接
お振込みが可能になりまし
た。手数料は無料です。 
　今後とも、皆様の基金へ
のご協力を心よりお願い申
し上げます。 
 

「救命活動」は1分1秒が勝負です

迅速な連携プレーが大切な人の命を救います。

早い119番通報 早い応急処置 早い救急処置 早い医療処置

申し込み方法について
の

郵便 振 替
カーラーの救命曲線

募 金 箱

設置場所

30秒

①心肺停止
心肺停止後
約3分で
50％死亡

②呼吸停止
呼吸停止後
約10分で
50％死亡

③多量出血
多量出血後
約30分で
50％死亡
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おちついて、はっきりと
119番に通報する

救急車到着前の早い
応急手当と早い除細動

救命救急士等の
行う高度な救急処置

医療機関における医療処置

　・消防本部
　・救急病院など

 私たちは、いつ、どこで、突然のケガや病気におそわれるか予測がで
きません。ケガや病気の中には、突然に心臓が止まったり呼吸ができ
なくなったりする場合もあります。こうした人を救うためには、１１９番通
報で救急車を呼ぶとともに、救急車が到着する前に、身近にいる人が
心臓マッサージや人工呼吸、さらにＡＥＤ（自動体外式除細動器）を用
いた除細動（電気ショック）などの応急手当を行うことがとても大切です。

　このような応急手当を学ぶための講習会は、全国各地の消防機
関などで熱心に実施されています。毎年１００万人以上の方が受講
されていますが、救命率を高めるためには、もっともっと多くの人が身
につけることが強く期待されています。

下記のような方法でお申し込みいただけますので、
みなさんのご協力をお願いいたします。

救急基金への寄付金は、振替手数料を財団で負担いたし
ますので、手数料なしで郵便局から送金することができます。
右の「郵便振替用紙」に、必要事項をご記入の上、お振込
み願います。
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　消防機関の救急救命士養成などを目的として、平成３年（１９９１年）

５月に、全国４７都道府県の共同出資により設立された公益法人です。

　財団の研修所で学び救急救命士の国家資格を得た救急隊員

は、既に１万１千名を超え（平成１８年４月現在）、全国各地の消

防機関で日夜救急業務の先頭に立って活躍しています。

　消防機関の救急業務は年間５００万件以上出場し、たくさんの方

の命を救っています。今後とも、いざという場合には全国どこでも、

迅速に、高度かつ献身的な救急サービスが受けられるよう、救急体

制をさらに充実し高度化することが求められています。

　このため、救急振興財団では、救急隊の中核である救急救命士

の養成を計画的に進めるとともに、あわせて救急の高度化に関する

調査研究事業、消防機関が行う応急手当の普及啓発活動を支援

する事業、みなさまから寄せられた寄付金による救急基金事業など

を積極的に行っています。

〒１９２-０３６４ 八王子市南大沢４丁目６番地
財団法人 救急振興財団　総務部総務課
TEL：０４２－６７５－９９３１
http : // www .fasd.or.jp

　救急基金は、全国の消防機関が取り組んでいる応急手当の

普及活動などを支援するため、財団法人救急振興財団に設け

られたものです。

　各地の消防機関では、一人でも多くの命を救うため、市民の

方が心臓マッサージなどの応急手当を学んでいただくよう、力

を入れています。

　みなさまから寄せられた寄付金は救急基金に積み立てられ、

こうした応急手当の講習会で欠かせない訓練用人形の寄贈など、

救急業務の振興に役立てられています。

　どうぞ、みなさまの温かいご支援をお願いいたします。

財団法人 救急振興財団

　平成１６年（２００4年）から、突然倒れた人を助け
るため、救急車が到着する前にＡＥＤ（自動体外式
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般の市民の方でも行うことができるようになりました。
　消防機関の応急手当講習会では、このＡＥＤの
操作方法も教えています。
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の運用益を用いて、平成１０年から
　● 心肺蘇生法の実技訓練用の人形
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などを寄付させていただいております。
　これらは、各消防本部に寄贈され、
市民の方を対象とした救急講習会
で活用されています。
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迅速な連携プレーが大切な人の命を救います。

早い119番通報 早い応急処置 早い救急処置 早い医療処置

申し込み方法について
の

郵便 振 替
カーラーの救命曲線

募 金 箱

設置場所

30秒

①心肺停止
心肺停止後
約3分で
50％死亡

②呼吸停止
呼吸停止後
約10分で
50％死亡

③多量出血
多量出血後
約30分で
50％死亡

1分 2 3
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◆心臓や呼吸が止まってから何分ぐらい経つと
　命が助からないかを示した曲線です。

（

死

亡

率

）

（％）

おちついて、はっきりと
119番に通報する

救急車到着前の早い
応急手当と早い除細動

救命救急士等の
行う高度な救急処置

医療機関における医療処置

　・消防本部
　・救急病院など

 私たちは、いつ、どこで、突然のケガや病気におそわれるか予測がで
きません。ケガや病気の中には、突然に心臓が止まったり呼吸ができ
なくなったりする場合もあります。こうした人を救うためには、１１９番通
報で救急車を呼ぶとともに、救急車が到着する前に、身近にいる人が
心臓マッサージや人工呼吸、さらにＡＥＤ（自動体外式除細動器）を用
いた除細動（電気ショック）などの応急手当を行うことがとても大切です。

　このような応急手当を学ぶための講習会は、全国各地の消防機
関などで熱心に実施されています。毎年１００万人以上の方が受講
されていますが、救命率を高めるためには、もっともっと多くの人が身
につけることが強く期待されています。

下記のような方法でお申し込みいただけますので、
みなさんのご協力をお願いいたします。

救急基金への寄付金は、振替手数料を財団で負担いたし
ますので、手数料なしで郵便局から送金することができます。
右の「郵便振替用紙」に、必要事項をご記入の上、お振込
み願います。

財団法人 救急振興財団　　口座記号：00140-4

            　　                 口座番号：758214
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　消防機関の救急救命士養成などを目的として、平成３年（１９９１年）

５月に、全国４７都道府県の共同出資により設立された公益法人です。

　財団の研修所で学び救急救命士の国家資格を得た救急隊員

は、既に１万１千名を超え（平成１８年４月現在）、全国各地の消

防機関で日夜救急業務の先頭に立って活躍しています。

　消防機関の救急業務は年間５００万件以上出場し、たくさんの方

の命を救っています。今後とも、いざという場合には全国どこでも、

迅速に、高度かつ献身的な救急サービスが受けられるよう、救急体

制をさらに充実し高度化することが求められています。

　このため、救急振興財団では、救急隊の中核である救急救命士

の養成を計画的に進めるとともに、あわせて救急の高度化に関する

調査研究事業、消防機関が行う応急手当の普及啓発活動を支援

する事業、みなさまから寄せられた寄付金による救急基金事業など

を積極的に行っています。

〒１９２-０３６４ 八王子市南大沢４丁目６番地
財団法人 救急振興財団　総務部総務課
TEL：０４２－６７５－９９３１
http : // www .fasd.or.jp

　救急基金は、全国の消防機関が取り組んでいる応急手当の

普及活動などを支援するため、財団法人救急振興財団に設け

られたものです。

　各地の消防機関では、一人でも多くの命を救うため、市民の

方が心臓マッサージなどの応急手当を学んでいただくよう、力

を入れています。

　みなさまから寄せられた寄付金は救急基金に積み立てられ、

こうした応急手当の講習会で欠かせない訓練用人形の寄贈など、

救急業務の振興に役立てられています。

　どうぞ、みなさまの温かいご支援をお願いいたします。

財団法人 救急振興財団

　平成１６年（２００4年）から、突然倒れた人を助け
るため、救急車が到着する前にＡＥＤ（自動体外式
除細動器）を用いた除細動（電気ショック）を、一
般の市民の方でも行うことができるようになりました。
　消防機関の応急手当講習会では、このＡＥＤの
操作方法も教えています。

　みなさまから寄せられた寄付金は
救急基金として積み立てられ、そ
の運用益を用いて、平成１０年から
　● 心肺蘇生法の実技訓練用の人形
　　（成人、小児）

　● 応急手当講習テキスト

などを寄付させていただいております。
　これらは、各消防本部に寄贈され、
市民の方を対象とした救急講習会
で活用されています。

ＡＥＤを用いた応急手当

財団法人 救急振興財団のしごと

お問い合わせ

救急基金のご案内

みなさまの寄付で購入しているもの

「
救

急
基
金」
の募金

にご協力お願いし

ま
す
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善意が「救急基金」を支えています
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。



救急基金だより
1分1秒を争う、いのちのために 
　　　　　　　　　　　　救急基金 

●救急基金の歩み 
●寄附金募集事例紹介 
　・諏訪広域消防本部 
●平成18年度救急基金会計の決算 
●平成19年度救急基金会計収支予算 
 

No.8

救急基金は、応急手当の普及など救急の振興のために活用されます。 

財団法人　救急振興財団 

■平成18年度救急基金会計の決算（単位：千円） 

■平成19年度救急基金会計収支予算 

科　　　　　目 

Ⅰ収入の部 

2,000

0

2,000

739

2,739

634

3,373

727

2,727

12

646

2,281

880

0

3,161

632

3,793

438

2,281

2,719

442

1,074

171,534千円 

△281

△141

0

△422

2

△420

289

△281

8

△430

△428

1 寄附金収入 

2 救急基金運用収入 

3 雑収入 

当期収入合計（A） 

前期繰越収支差額 

収入合計（B） 

Ⅱ支出の部 

※平成18年度末救急基金残高 

1 事業費 

2 救急基金積立支出 

当期支出合計（C） 

当期収支差額（A）ー（C） 

次期繰越収支差額（B）ー（C） 

予　算　額 決　算　額 差　　　異 

2,000 2,000 0

933 739 194

0 0 0
2,933 2,739 194

903 727 176
903 727 176

2,030 2,012 18

0 0 0
0 0 0

2,000 2,000 0
2,000 2,000 0

△2,000 △2,000 0
30 12 18
631 634 △3
661 646 15

皆様からの寄附金は、消防本部等に設置された救急基金箱及び郵便振替によりお寄せいただいております。 

救急基金箱が破損等により使用できない場合や振込みについてのお問い合わせは下記にお願いいたします。 

救急基金だよりNo.8［編集・発行］財団法人救急振興財団事務局総務課 

〒192-0364  東京都八王子市南大沢4-6　　　042-675-9931
FAX 042-675-9050

科　　　　　目 
Ⅰ事業活動収支の部 

　① 寄附金収入 
１ 事業活動収入 

Ⅱ投資活動収支の部 
1 投資活動収入 
　① 救急基金投資活動収入 
　　　救急基金投資活動収入 
　　投資活動収入計 
2 投資活動支出 
　① 救急基金取得支出 
　　　救急基金取得支出 
　　投資活動支出計 
　　　投資活動収支差額 
　　当期収支差額 
　　前期繰越収支差額 
　　次期繰越収支差額 

　　　寄附金収入 
　② 救急基金運用収入 
　　　救急基金利息収入 
　③ 救急基金雑収入 
　　　救急基金雑収入 
　　事業活動収入計 
2 事業活動支出 
　① 事業費支出 
　　　救急基金助成事業費支出 
　事業活動支出計 
　　　事業活動収支差額 

予　算　額 前年度予算額 増　　　減 

（単位：千円） 
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